
 

       たいよう通信 

「たいようの子」の「よ」と「う」をより意識して 校長 橋本 宰 

 令和８年度のグランドデザインをホームページにあげました。今年度は「たいようの子」の「よ」と

「う」を特に意識して改変しました。具体的には以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上の研究について、成果と課題を明らかにするために、大学の先生を招いて評価に努めていきたいと

思います。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

＜資源回収＞ ４月分業者買取金１３,３３０円 ご協力ありがとうございました。 

段ボール ２,1８０kg 雑誌 ２,２３０kg アルミ缶 ９０kg 

新聞紙 ５,１４０kg 牛乳パック ６０kg  

毎月第２日曜日回収です。次回は５月１０日（日） 

よろしくお願いします。(知立西小学校 PTA） 

知立西小学校 
令和８年度 
５月号 

「よ」＜よく考え学び働き＞自分の思いや考えを伝えることができる子 

〇主題の推進       

  ・ICTの効果的活用、個別最適な学び、探究的な学習、情報活用能力の育成 

  ・多様な学び方を通して、考えを広げ、深める授業実践 

  ・研究主題「自分の思いや考えをもち、伝えることができる子の育成 ―ＩＣＴの活用と関わ

り合いを通してー」 

〇「西小っ子タイム」の改善 

  ・読書活動の推進 ・トークタイムの充実 

「う」＜うちこむ子＞楽しく、粘り強く取り組むことができる子 

 〇授業展開のありかたの手立て 

課題の設定⇒追究・個別最適化⇒関わり合いを通した表現⇒パフォーマンス評価 

 〇主体的に学習に取り組む態度の育成に向けて 

ICTの効果的な活用 形成的な評価の実施 

一人一台端末（タブレット）の持ち帰りに向けて 

今後、一人一台端末を活用しながらの授業展開が進められるとともに、６年生が行う全国学力学

習状況調査は来年度より「CBT」（Computer Based Testing）方式で行われ、テストがデジタル化

されます。時代の流れに対応するため、タブレットを持ち帰って授業でも家でも、これまで以上に

使用できるように進めていきたいと考えます。 

充電器は家に持ち帰り、家で充電してタブレットを持ってくるということをお願いします。低学

年は持ち帰る時期について様子を見ていきますが、３年生以上はすでに実施しています。どうかご

協力をお願いします。 


